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人生において「こんなはず じゃなかった」と思 う人が
沢山います。一般的に新入社員の3年 以内での離職率は
「753つ まり、中卒7割 、高卒5割 、大卒3割 」と言われて
います。「こんなはず じゃなかった」にな らないために、
学生時代に、実施 しておくべき事とはなんでしょう?
1.「自分のや りたいことをや りなさい」と言われ実行 し
ている人は、得意な事、好きな事ができ、楽 しい時間が過
ごせるでしょう。しかし、自分の世界での判断では、自分
で 自分の事 は分か らないもの。→「こんな はず じゃな
かった」予備軍です。
2,「たかが○○○と思 っていることをやりなさい」と言
われ実行 している人は、思 っている程できないもの、た
かが挨拶、たかが掃除、たかが早起き、めんどくさい!い
つでもできる!と 思うことが案外できないことを実感
することで、自分の実力を知ることができる→ 「こんな
はず じゃなかった」監視員とな り、
3.「人の嫌がる役目をやりなさい」と言われ実行してい
る人は、辛 くて、苦 しい時間が続きます。便所掃除で臭い
想いを し、リーダーとして人に注意をし、うっとうしが
られる!ま た、旅行や宴会の幹事や会議の司会などで
す!し か し、このことで、人ができない経験ができ、「た
かが○○○」と思うことを、役目としてのプ レッシャー
で実施できるようになります。その姿を周 りの人が見る
ことで 「あいつは、○○に向いている。あの子の○○は、
良い感 じね」つま り、「自分を人が見出 してくる。自分を
人が探 し出 して くれる」人か ら認められることが、仕事
では一番大切な事です。人が自分の強みを教えて くれ、
認めてくれます。そうすれば、自分に自信が持て、仕事に
誇 りが持てるようになり、仕事が面白くな ります。そし
て、「人の嫌がる役 目をするには」、人の立場に立ったコ
ミュニケーシ ョン能力 とプレゼン能力が必要にな りま
す。相手の気持ちやグループ全体の状態を把握するコ
ミュニケーシ ョン能力が必要です。更に、相手の受け入
れやすい状態を作ってあげる能力としてプ レゼン能力 ・
心理学が必要です。
学生時代に、学問と しての リーダーシップ学、ファシ
リテーション学、プ レゼン学、そ して、心理学を しっか
り、学び、経験する機会が必要であると思います。
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